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1 はじめに

福島県が育成 した水稲品種「ふ くみらい」は、ピ当た

り籾数が確保されやすく収量の高い品種であるが、籾数

過剰や幼穂形成期以降の栄養凋落により7L白 粒が発生し

玄米品質が低下しやすい。この対策として、斎藤らは幼

穂形成期以降の栄養診断指標値を確立したt

また、刈り取 り時期の早晩は、玄米品質に影響する。

本報では、「ふ くみらい」の刈 り取 り時期と玄米品質の

関係について特に浮L白粒に注目して検討したので報告す

る。

2試験方法

(1)供試材料

1)刈 り取 り時期と玄米品質

福島県農業試験場内水田 (郡山市、標高 230m、 細粒

灰色低地土)に おける 21X11年 の栽培法試験 (稚苗、5

月 22日移植 )、 2002年及び 2003年の作柄解析試験 (稚

苗、5月 15日 移植)の「ふくみらい」を使用した。

品種間の比較には 2003年の作柄解析試験の「ふくみ

らい」、「ひとめばれ」を使用した。いずれも基肥にa当

たり窒素 0 6kg、 幼穂形成期に窒素 0 2kgを施用した。

2)施肥法と玄米品質

2CX13年の栽培法試験 (稚苗、5月
"目
移植)を使用し

た (表 1)。
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(2)試料の採取と調製

出穂後の積算気温で約 700°C以降に 4～ 5日間隔で 1

区 4株 (2反復)の穂を採取した。穂を自然乾燥した後

に籾摺し、玄米を 18mm以上の飾目で調製した。

(3)玄 米品質の判定

粒厚 18mm以 上の玄米を品質判定機 RS 1000(静 岡

製機)で選別後、乳自粒、青未熟粒について目視により

再選別 した。玄米品質は、福島農政事務所の鑑定により

―等の上 ,中  下を 1～ 3、 二等の 卜・中 下を 4～ 6、

二等の上・中 下を 7～ 9、 規格外を 10と する 10段階

評価とした。青未熟粒、乳白粒の発生率は、調製後の精

玄米粒数に対する粒数比とした。

3 試験結果及び考察

(1)刈 り取 り時期の年次間差

3ヵ 年の試験結果より、「ふ くみらい」の検査等級が

一等米相当となる刈 り取 り期間は、出穂後の積算気温で

9CXl°Cか ら 1 llXl℃ であつた (図 1)。

(2)品種間差

「ふ くみらい」が 等米相当となる期間は「ひとめぼ

れ」より短かく、出穂後の積算気温が 1 lllCl° C以降に乳

自粒の発生が増加した。(図 2)。

(3)粒厚別の乳自粒発生

ふくみらいの乳自粒は、出穂後の積算気温が 1100℃

を超えた時期から粒厚の薄い玄米に多く発生した (図

3)。 したがつて、出穂後の積算気温が 1100°Cを超えた

場合は、粒厚の薄い手し自粒を除くため選別の網目を大き

くする対策が必要と考えられた。

(4)施肥法と玄米品質

窒素施用量が多くなるとピ当たり籾数が多くなり青未

熟粒のため ―等米相当となる刈り取 り始期が遅れ、刈 り

取 り適期が短 くなつた (図 4)。 一方、出穂後の積算気

温で 1100°Cま では、施肥法による乳自粒の発生に差は

少なかつた (図 5)。
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4まとめ

良質な「ふくみらい」の生産のための刈 り取 り適期は、

出穂後の積算気温で 9∞
°Cか ら H00℃ て、「ひとめばれ」

より短い。

「ふくみらい」は出穂後の積算気温が 1lCXl° Cを超え

ると乳白粒の発生が多くなり玄来品質が低下した。

刈 り遅れた場合は、乳自粒を除くため粒厚の薄い玄米

を選別する対策が必要と考えられた。
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図1 出穂後の積算気温と玄米品質の年次間差
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図2 出穂後の積算気温と乳自粒発生率の品種間差
(21X13年、作柄解析試験)
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図3 出穂後の積算気温と粒厚別の乳白粒発生率
(2003年、作柄解析試験)
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図4 出穂後の積算気温及び窒素施肥法と玄米品質
(2003年、栽培法試験 )

nI当たり籾数は、「4-O-0」で29,3∞糧、「6-2-OJで35800粒 、

r6-2-2Jで 40000■
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図5 出穂後の積算気温及び窒素施肥法と乳白粒
発生率 (211113年、栽培法試験)
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